
ＡＩ時代に日本は逆転できるか？
－競争力強化と教育改革ー

井上智洋
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資料６



課題

• ＡＩネットワーク化の果てに訪れる智連社会

• そこへ向けて日本は世界をリードする役割を担

えるか？⇒難しい

• 第三次産業革命で日本は負けた

• 第四次産業革命でも劣勢となるだろう

• どのような改革が必要か？
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産業革命とヘゲモニー国家
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第一次 第二次 第三次 第四次

汎用目的技術
(カギとなる技術)

蒸気機関 内燃機関、
電気モータ

コンピュータ、
インターネット

AI、
ビッグデータ、

IoT

ヘゲモニー国家
（覇権国家）

イギリス アメリカ
（ドイツ）

アメリカ アメリカ、
ドイツ、中国、
日本？

時期 1770～1830年 1860～1914年 1995年～ 2030年～？

※ ヘゲモニー国家：ウォーラステイン



機械化経済の構造
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純粋機械化経済の構造
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ＡＩ・ロボット
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研究・開発
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純粋機械化経済の構造
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第二の
大分岐

0%

経
済
成
長
率

2%

第四次産業革命

2030 西暦2015



第四次産業革命で日本は逆転できるか？
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• 実空間で勝負できるので、モノづくりに強い日本は有利？

– ロボット、センサー

• 実空間にITが進出していく

⇒あらゆる企業がIT企業化

– IT化しない企業は生き残れない

– ITが不得手な日本は不利？

• 自動車産業のIT化

– 自動運転車の時代では車載OSを制覇した企業が、自動車産業を制

覇する

– パソコンと同様



情報空間から実空間へ
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情報空間 実空間

農業 自動運転トラクター

工業 産業用ロボット
スマートファクトリー

サービス業
検索エンジン
Siri
チャットボット

ドローン配送
無人タクシー
サービスロボット



日本人のＩＴスキル

• ＯＥＣＤによる国際成人力調査

– 2013年、24か国

• 日本は「読解力」と「数的思考力」で1位

• 「ＩＴを活用した問題解決能力」で10位
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11※舞田敏彦(2016)「日本人の知的好奇心は20歳ですでに老いている」Newsweek
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研究開発

部品

設計・デザイン

組み立て

小売・流通

ブランディング

マーケティング
付
加
価
値

下流上流 中流

スマイルカーブ理論



• 神戸大学の松田卓也名誉教授

• 労働者の数ではなく、頭脳のレベルが企業の売り

上げや一国のGDPを決定づける

– グーグル：5万人、GM：22万人

• 「知価社会」（堺屋太一）、認知資本主義

• 世界的な頭脳の奪い合いが起こる

– ディープマインド社：4億ドルで買収

頭脳資本主義の到来
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14※豊田長康(2015)「運営費交付金削減による国立大学への影響・評価に関する研究」
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※ある医療系大学長のつぼやき
http://blog.goo.ne.jp/toyodang



16※豊田長康(2015)「運営費交付金削減による国立大学への影響・評価に関する研究」



17※豊田長康(2015)「運営費交付金削減による国立大学への影響・評価に関する研究」



研究費・教育費をけちって

いたら日本に未来はない
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政府債務残高と日銀保有国債の残高
※単位は億円

政府債務残高

日銀保有国債の残高



研究時間の減少
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※日経新聞2017年11月5日



真の働き方改革

21

雑務に費やす
時間

余暇時間
クリエイティブ

な時間

クリエイティブ
な時間

雑務に
費やす
時間

余暇時間

労働時間



第四次産業革命に向けてなすべきこと

• 無駄な会議・書類を減らす

• オートメーション化

– AI化以前にまずIT化を

– IT化の基本はペーパレス化⇒エストニア

– 文系もプログラミングを

• 人はクリエイティブな仕事に特化していく

– 文化資本の蓄積が重要
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ＡＩ・ロボット

純粋機械化経済の構造



AI時代に必要な人材

• AIを研究開発する人材

• ＡＩを使った商品・サービスの提案、ソリュー

ションの提供ができる人材

• ＡＩに負けないクリエイティヴィティ、ホスピタリ

ティを持った人材

• 問題発見・解決能力を持った人材
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教育の転換

• 知識の記憶、語学は重要ではなくなる

• 悟性と感性を磨く（リベラル・アーツ）

– 悟性：哲学、数学、計算機科学、経済学

– 感性：文学、音楽、美術

• STEM教育

– Science, Technology, Engineering and Mathematics

• 問題発見・解決能力、創造性を身に付けさせる

– 中学、高校でも自由研究を
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ご清聴ありがとうございました
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